
Ⅰ はじめに����年､ 介護保険制度の施行以来､ 高齢者ケアは施設
から在宅や地域へ移行し､ ｢����年の高齢者介護｣ では､
介護予防も含めた高齢者の尊厳を支えるケアのために､
地域包括ケアシステムの確立に向け基盤整備が行なわれ
ている１)｡ しかし､ 沖縄県の有人離島は高齢化率が高く､
特に後期高齢者の割合が高いが､ 高齢者ケアの基盤整備
が弱く課題が山積している｡ 我々は､ 地域ケアシステム
構築の方向性として､ 従来の ｢不利性克服型｣ から ｢有
利性伸展型｣ への変換を志向し､ 離島の有利性としての
｢互助｣ に着目した２)｡
平成��年から�カ年間の計画で､ 特に互助機能の期待
できる�島をモデル島としてアクションリサーチで介
入し展開してきた｡ その開始は､ 介入直前に全高齢者を
対象に ｢高齢者在宅福祉サービス調査｣ を行い､ 実態を
明らかにした３)｡ 多くの高齢者はソーシャルネットワー
クが高く､ 日常生活に満足し､ 島で介護を受け､ 人生の

最期を島で過ごすことを希望していた｡
そこで我々は島の高齢者の互助機能を活かす介入によ
り､ ソーシャルネットワークや日常生活の満足度が一層
高まり､ 介護意識にも変化を与えると考えた｡ そこで､
今回は､ 平成��年介入前に実施した調査内容と同様の調
査を平成��年に行い､ 介入前後の結果を横断的に比較し､
介入により構築された地域ケアシステムの結果評価の一
指標とすることを目的とした｡

Ⅱ 研究方法
１. 対象
日本最南端�島の平成��年調査時 ((以下､ ｢介入前｣)
の人口は���人､ 高齢化率����％ (平成��年��月末現在
の住民基本台帳)､ 平成��年調査時 (以下､ ｢介入後｣)
の人口は���人､ 高齢化率����％であった (平成��年�
月��日現在の住民基本台帳)｡ 対象は全高齢者とし､ 介
入前���人､ 介入後���人で､ 有効回答者は介入前���人
(����％)､ 介入後���人 (����％) であった｡ 介入前の
平均年齢±標準偏差は����±����歳､ 介入後は����±����歳であった｡
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１) 沖縄県立看護大学
２) 女子栄養大学

【目的】
平成��年から�カ年間の計画で､ 沖縄県�島の地域ケアシステム構築のために参加型アクションリサーチで介入した｡

介入の結果評価の一指標として､ 高齢者のソーシャルネットワーク・生活満足度・介護意識について介入前後の比較を横断
的に行い､ 高齢者の意識を明らかにする｡
【対象及び方法】
対象は日本最南端�島の全高齢者 (��歳以上) である｡ 平成��年調査 (介入前) ���人､ 平成��年調査 (介入後) ���人｡

有効回答者は介入前���人 (�����)､ 介入後���人 (�����) であった｡
調査方法は､ 質問紙による訪問面接調査を実施した｡ 高齢者の意識として､ 生活満足度､ ソーシャルネットワーク､ 介護
意識に関する項目について介入前後で性別､ 年齢別に比較した｡
【結果及び考察】
１. 世帯構成は､ 性別では介入前後で男性は ｢夫婦世帯｣､ 女性は｢単身世帯｣が高く､ 年齢別では､ 介入前で後期高齢者は､
｢夫婦世帯｣ が減少し､ ｢単身世帯｣ が増加していた｡

２. ソーシャルネットワーク項目 (知人の範囲､ 用件依頼の授受､ 隣人への支援意識) では､ 介入前後の性別・年齢別に有
意差はなかった｡ しかし､ 介入後の特徴として平均年齢が介入前より高齢化し､ その影響を受けていることが示唆され
た｡

３. 生活満足度と介護意識は､ 介入前後の性別・年齢別に有意差はなく､ Ｈ島の地域ケアの誕生は生活満足度と介護意識に
は影響しなかったと推察された｡

４. 介入前からのソーシャルネットワークの高さ､ 生活満足度の高さ､ 介護の場は在宅で人生最期の居住意識はＨ島という
高齢者の特徴は､ 介入後も変わらず維持されていた｡
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�. 方法
調査方法は､ 以下の項目から構成される質問紙を作成
し､ 訪問面接調査を実施した｡ 調査期間は､ 介入前は平
成��年�月��日～��日､ 介入後は平成��年�月��日～��
日のそれぞれ�日間であった｡ 調査員はボランティアを
島内外から募集し､ 介入前は調査の手引きを作成しオリ
エンテーションを行った��人､ 介入後は､ 介入前のメン
バーを原則に��人であった｡ 介入前の調査項目は､ ｢島
の生活｣､ ｢人的ネットワーク｣､ ｢介護保険｣､ ｢介護予防｣､
｢介護意識｣ で設問は��項目､ 介入後は､ ��項目とした｡
本研究では､ これらの項目から高齢者の意識として､ 生
活満足度､ ソーシャルネットワーク､ 介護意識に関する
項目について介入前後で比較した｡ 比較は､ 性別 (｢男
性｣ と ｢女性｣)､ 年齢別 (｢前期高齢者｣ と ｢後期高齢
者｣)で介入前､ 介入後それぞれにχ２検定を行った｡�. 倫理的配慮
報告者らは住民主体の地域ケアシステム構築を支援す
る立場として�島住民と情報を共有し､ 調査の結果等
の情報公開の許可を得ている｡ しかし調査に対しては拒
否が可能なこと､ 不利益を受けることのないことを調査
時直接説明し､ 承諾を得た｡

Ⅲ 結果�. 対象者の一般特性
性別は､ 介入前は男性��人 (����％)､ 女性���人 (����

％)､ 介入後は男性��人 (����％)､ 女性��人 (����％)
であった｡ 年齢は､ 介入前は前期高齢者���人 (����％)､
後期高齢者��人 (����％)､ 介入後は前期高齢者��人 (����％)､ 後期高齢者��人 (����％) であった｡
世帯構成は､ 全体では ｢同居世帯｣ が介入前��人 (���

�％)､ 介入後��人 (����％) であった｡ 性別では有意差
があり､ 男性は ｢夫婦世帯｣､ 女性は ｢単身世帯｣ が高
くなっていた (表�)｡ 年齢別では､ 介入前で有意差が
あり､ 前期高齢者は ｢夫婦世帯｣､ 後期高齢者は ｢単身
世帯｣ 高くなっていた｡
職業の有無では､ 全体で介入前後に職業 ｢あり｣ は約�割でそのほとんどが農業に従事していた｡ 性別では､
特に介入後の男性の職業 ｢あり｣ ��人 (����％) の割合
が高く､ 年齢別では前期高齢者に職業 ｢あり｣ ��人
(����％) が高くなっていた｡�. ソーシャルネットワーク
ソーシャルネットワークの項目は社会関係の構造的・
機能的側面に着目し､ 関係の広がり (構造的側面) とし
て ｢知人の範囲｣､ 機能的側面として手段的サポートの
うち ｢用件依頼の授受｣､ 情緒的サポートの ｢隣人への
支援意識｣ を取り上げた (表�)｡
知人の範囲は､ ｢ほとんど知っている｣ が介入前���人
(����％)､ 介入後���人 (����％) であり､ 介入前後と
も､ 性別､ 年齢別の有意差はなかった｡
家族以外の方への用件依頼の授受は､ 介入前も介入後
も性別､ 年齢別に有意差はなく､ 約�割が依頼の授受に
応じていた｡ 介入後は､ 用件を依頼する (授) は後期高
齢者��人 (����％) が､ 前期高齢者��人 (����％) に比
較して約�割高く､ 用件の依頼をうける (受) は後期高
齢者��人 (����％) が､ 前期高齢者��人 (����％) と比
較し約�割低くなっていた｡
隣人への支援意識では､ 近所の方の姿が�～�日見え
ないとき､ ｢訪ねる｣ が全体で介入前��人 (����％)､ 介
入後��人 (����％) であった｡ 性別､ 年齢別では､ 有意
差はみられなかった｡
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表１ 対象者の一般特性

表２ ソーシャルネットワーク



�. 生活満足度
主観的幸福感の一指標である生活満足度は､ 生活満足
度を､ 満足とやや満足を ｢満足｣､ 普通を ｢普通｣､ やや
不満と不満を ｢不満｣ としてまとめた (表�)｡
全体で､ ｢満足｣ は介入前���人 (����％)､ 介入後���
人 (����％)､ ｢不満｣ は介入前��人 (���％)､ 介入後��
人 (���％) であった｡ 性別､ 年齢別に差はなかった｡�. 介護意識
介護意識の項目として､ ｢介護を受けたい場｣ と ｢人
生最期の居住意識｣ について検討した (表�)｡
介護を受けたい場は､ ｢在宅希望｣ は全体で介入前���
人 (����％)､ 介入後��人 (����％) であり､ ｢施設希望｣
は介入前��人 (����％)､ 介入後��人 (����％)､ ｢わか
らない｣ は介入前�人 (���％)､ 介入後��人 (����％)
であった｡ 性別及び年齢別でほとんど差はなかった｡
人生の最期を迎える場所として､ ｢島で過ごしたい｣
は全体で介入前���人 (����％)､ 介入後���人 (����％)
であり､ ｢島外施設希望｣ は介入前��人 (����％)､ 介入
後�人 (���％) であった｡ 介護意識も､ 性別､ 年齢別の
差はみられなかった｡

Ⅳ 考 察�. 調査対象者の変化
介入前後の島全体の高齢化率は低下しているが､ 調査
対象者は､ 平均年齢が介入前と比較し介入後は約�歳高
く､ 介入後の後期高齢者の割合は��ポイント以上増加し
ており､ 島内の高齢者の高齢化が進行していた｡
世帯構成では､ 介入前後とも男女間に有意差がみられ､
男性では ｢夫婦世帯｣､ 女性では ｢単身世帯｣ が高くなっ
ていた｡ この結果は､ 高齢社会白書４) による結果と類
似していた｡
介入後の職業の有無では､ 就業率には変化はみられず
ほとんどが農業に従事していたが､ 男性の職業 ｢あり｣
の割合が高くなっていた｡�. ソーシャルネットワークの変化
高齢者全体では､ 介入後の知人の範囲は､ 介入前と同

様に高く､ また介入後の用件依頼 (受) は後期高齢者が
前期高齢者より約�割減少し､ 隣人への支援意識では介
入前より約�割増加していた｡ ｢高齢になるにつれてサ
ポートの提供が減少する｣５)６) との報告や ｢離島におけ
る高齢者の他者との相互サポートの相手は友人・知人や
近くの人｣７) との報告もあり､ � 島でも高齢化の進行
が､ 隣人への支援意識に影響していると推察された｡
しかし､ 介入前と介入後でソーシャルネットワークの�項目において､ 介入による影響を予測したが､ 性別､
年齢別に有意差がみられるほどの変化はなかった｡ これ
は､ 志水ら７) の報告でも､ 社会資源が限られている離
島では､ 高齢者の他者との相互サポートは高く､ インフォー
マルなネットワークはフォーマルな社会資源を代替する
重要なものであると述べており､ 介入前からの島のソー
シャルネットワークは高いため､ 介入の結果に結びつか
なかったと考えられた｡�. 地域ケア誕生と生活満足度・介護意識の変化�カ年間の介入により､ 高齢者の地域ケアは､ 生きが
い型デイサービス､ 移送サービス､ 食の自立支援事業､
ゴミだしボランティアサービス､ ふるさと訪問が誕生し
た｡ これらの地域ケアが､ 精神的な健康の�指標であり
生活の質 (���) の評価である生活満足度や､ 高齢期
の生活不安の上位をしめる介護不安８) が介護意識に影
響すると予測した｡ しかし､ 介入前と介入後及び性別､
年齢別に生活満足度や介護意識に有意差はみられなかっ
た｡ この結果は､ Ｈ島の地域ケアの誕生は､ 高齢者の生
活満足度や介護意識に影響しなかったことが示唆された｡
高齢者の生活満足度は､ 国民生活に関する世論調査９)

では､ ��歳以上の約�割が ｢満足｣ と回答しているが､
｢不満｣ も約�割あった｡ Ｈ島高齢者の ｢満足｣ は約�割､
｢不満｣ は�割弱であり介入前から生活満足度の高さが
示唆された｡ また､ 生活満足度に影響される要因として､
主観的健康や趣味・余暇活動や��)��)､ 親戚､ 友達､ 近所
との交流��) 等があるが､ 地域ケアが主観的満足度に影響
する文献はみつからず､ むしろ福祉サービスの利用によ
り主観的満足度を低めるという報告��) があった｡ 高齢者
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表� 生活満足度

表� 介護意識



の生活満足度の高さと地域ケアとの関連については今後
検討していく必要があると考えられた｡
また､ 介護意識に変化がみられなかったのは､ 誕生し
た地域ケアが介護保険サービスは皆無で介護予防・地域
づくりサービスに偏重していたことも影響していると推
察される｡ ｢介護必要時｣ には直接ケアの提供が可能に
なるよう､ 平成��年には住民組織による���法人が許
認可を受けたが､ 介護保険サービス誕生には至っていな
い｡ 今後､ ｢島で介護を受け､ 人生の最期を島で過ごす｣
という高齢者の希望の実現に向け､ ���法人の活動展
開が期待される｡
今回は高齢者の意識を介入前後の比較から横断的に捉
えようとしたものであり､ 介入前の高齢者群をベースラ
インデータとする縦断的比較は今後の課題である｡

Ⅴ 結論
沖縄県�島の地域ケアシステム構築のために､ 参加
型アクションリサーチで介入した評価の一指標として､
平成��年介入前に実施した調査内容と同様の調査を平成��年に行った｡ 介入前と介入後の結果を高齢者の性別､
年齢別で比較した｡
１. 世帯構成は､ 性別では介入前後で男性は ｢夫婦世帯｣､
女性は｢単身世帯｣が高く､ 年齢別では､ 介入前で､
後期高齢者は､ ｢夫婦世帯｣ が減少し､ ｢単身世帯｣
が増加していた｡

２. ソーシャルネットワーク項目 (知人の範囲､ 用件依
頼の授受､ 隣人への支援意識) では､ 介入前後の性
別・年齢別に有意差はなかった｡ しかし､ 介入後の
特徴として平均年齢が介入前より高齢化し､ その影
響を受けていることが示唆された｡

３. 生活満足度と介護意識は､ 介入前後の性別・年齢別
に有意差はなく､ Ｈ島の地域ケアの誕生は生活満足
度と介護意識には影響しなかったと推察された｡

４. 介入前からのソーシャルネットワークの高さ､ 生活
満足度の高さ､ 介護の場は在宅で人生最期の居住意
識はＨ島という高齢者の特徴は､ 介入後も変わらず
維持されていた｡ 今後､ ＮＰＯ法人を拠点とした高
齢者の地域ケアの展開が期待される｡
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会学､ ��：�����､ ������) 志水幸､ 亀山育海：離島高齢者の介護予防に関する
研究－離島高齢者の余暇活動および他者との相互サ
ポートを中心に－､ 北海道医療大学看護福祉学部紀
要､ ��：�����, ����.�) 厚生省高齢者ケアサービス体制整備検討委員会編：
介護支援専門員標準テキスト第�巻 介護保険導入
の背景､ ����､ ������) 内閣府大臣官房政府広報室：国民生活に関する世論
調査 現在の生活について､ ����. ��������������������������������������������) 栗盛須雅子､ 星旦二､ 長谷川卓志：����の自立し
た在宅高齢者の主観的幸福感と生活満足度の関連要
因の検討､ ��������������､ ��(�)：�������､����.��) 藤井奈穂子､ 小野 玲､ 米田稔彦､ 篠原英記､ 田中
康夫､ 長尾徹､ 石川雄一：老人福祉センターの通所
している地域高齢者の余暇活動と�������������､
神戸大学医学部保健学科紀要､ ��：�����､ ����.��) 島貫秀樹､ 崎原盛造､ 芳賀博､ 安村誠司､ 新野直明､
鈴木征男､ 兪今：沖縄農村地域の高齢者における交
流頻度と生活満足度および精神的健康との関連－����レベルによる比較－､ 民族衛生､ ��(�)：�������､ ����.��) 吉村眞理､ 米田純子､ 山内葉月：高齢者の生活満足
度を規定する要因に関する研究 (�) デイサービス
を利用している在宅高齢者における検討､ 山口医学､��(�)：�������､ ����.

呉地他：沖縄県H島における高齢者のソーシャルネットワーク・生活満足度・介護意識に関する研究
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